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一
、
は
じ
め
に

『
脈
経
』
は
、
三
世
紀
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
脈
書
で
、
中
国
医

学
の
脈
診
の
原
典
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
「
脈
経
』
の
脈
診

に
つ
い
て
の
記
載
、
た
と
え
ば
脈
状
の
記
載
を
見
る
と
、
概
ね
断

片
的
な
条
文
が
全
巻
に
散
見
す
る
と
い
う
状
態
に
あ
り
、
そ
こ
か

ら
は
脈
状
の
具
体
的
様
態
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
脈
状
の
意
味
す

る
も
の
（
脈
証
）
に
つ
い
て
も
な
か
な
か
判
じ
が
た
い
。
た
だ
、
巻

第
一
冒
頭
に
置
か
れ
た
く
二
十
四
脈
状
〉
と
通
称
さ
れ
る
二
十
四

種
の
脈
状
に
つ
い
て
の
条
文
だ
け
は
、
脈
状
の
形
状
や
脈
状
相
互

の
関
係
づ
け
も
比
較
的
は
っ
き
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
後
代
、
こ

の
条
文
群
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
様
々
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
も
つ
一
種
の
体
系
性
と
関
係
が
あ
る
。
一

方
、
〈
二
十
四
脈
状
〉
部
分
以
外
の
、
『
脈
経
』
全
巻
に
散
見
す
る
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Ｉ
「
脈
経
」
中
に
お
け
る
浮
脈
と
他
脈
状
の
関
係

中

川

俊
之

脈
状
に
関
す
る
条
文
に
つ
い
て
は
、
断
章
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ

の
背
景
や
全
体
構
造
、
相
互
関
係
も
明
か
で
は
な
く
、
ま
た
実
は

前
述
の
〈
二
十
四
脈
状
〉
と
の
関
係
す
ら
明
か
で
は
な
い
。
こ
の

部
分
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
難
問
は
、
お
そ
ら
く
昔
も
今
も
変
わ

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
『
脈
経
」
に

散
見
す
る
脈
状
関
係
条
文
に
は
、
概
ね
共
通
す
る
背
景
や
認
識
が

存
在
す
る
と
の
仮
説
を
た
て
、
先
ず
前
述
の
〈
二
十
四
脈
状
〉
条

文
を
除
く
全
巻
よ
り
脈
状
関
係
条
文
を
集
め
、
そ
の
整
理
と
解
析

を
通
し
て
『
脈
経
」
中
の
脈
状
の
体
系
的
認
識
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
試
み
た
。
そ
の
際
、
〈
二
十
四
脈
状
〉
の
体
系
は
、
当
面
、
こ

こ
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
体
系
と
は
相
対
的
に
異
な
る
も
の

と
み
な
し
、
解
析
の
参
考
と
す
る
に
と
ど
め
た
。

二
、
解
析
対
象

本
発
表
で
は
、
〈
二
十
四
脈
状
〉
の
一
つ
で
も
あ
る
浮
脈
を
対
象

と
し
、
そ
の
脈
証
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
浮
脈
と
そ
れ
以

外
の
脈
状
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
。

三
、
解
析
結
果

１
、
浮
脈
と
倶
に
見
え
る
脈
状
の
種
類
と
脈
証

①
『
脈
経
』
に
お
い
て
、
浮
脈
と
見
え
る
〈
二
十
四
脈
状
〉
の
所
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出
条
文
数
は
以
下
の
通
り
（
三
脈
以
上
の
記
載
は
各
々
の
脈
状
数
に

加
算
）
。

数
（
躯
条
）
、
緊
（
四
条
）
、
滑
（
皿
条
）
、
弱
（
皿
条
）
、
清
（
皿

条
）
、
緩
（
９
条
）
、
洪
（
６
条
）
、
遅
（
５
条
）
、
虚
（
５
条
）
、
弦

（
４
条
）
、
微
（
５
条
）
、
軟
（
３
条
）
、
革
（
２
条
）
、
細
（
２
条
）
、

動
（
２
条
）
、
荒
（
１
条
）
、
結
（
１
条
）
、
実
（
１
条
）
、
散
（
１

条
、一

0数
脈
、
緊
脈
、
滑
脈
、
弱
脈
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
。
〈
二
十
四

脈
状
〉
で
は
「
極
軟
而
沈
細
」
と
し
て
沈
脈
の
類
に
属
す
る
弱
脈

が
皿
条
と
多
く
見
え
る
。
ま
た
、
〈
二
十
四
脈
状
〉
以
外
で
あ
る
が
、

大
脈
は
訂
条
と
多
く
見
ら
れ
、
浮
脈
の
理
解
に
欠
か
せ
な
い
。
〈
二

十
四
脈
状
〉
中
で
浮
脈
と
倶
に
見
え
な
い
脈
状
は
、
沈
脈
、
伏
脈
、

促
脈
、
代
脈
の
四
脈
状
で
あ
る
。

②
二
脈
で
表
さ
れ
る
脈
状
の
脈
証
に
よ
る
分
類
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
大
別
し
て
、
傷
寒
、
風
寒
に
起
因
す
る
も
の
（
一
～
四
群
）

と
、
傷
飲
、
下
痢
に
起
因
す
る
も
の
（
五
群
）
に
分
類
さ
れ
る
（
三

脈
以
上
の
記
載
の
み
に
見
え
る
弦
脈
、
遅
脈
、
実
脈
、
脈
証
の
は
っ
き
り

し
な
い
動
脈
、
結
脈
、
散
脈
は
除
く

一
群
（
蛇
状
）
・
浮
大
（
傷
寒
熱
盛
）
、

散
脈
は
除
く
）
。

浮
洪
（
傷
寒
）
、
浮
数
（
発
熱
）
、

浮
滑
（
外
熱
）
。

二
群
（
四
条
）
・
浮
緊
（
身
体
瘻
痛
）
。

三
群
（
皿
条
）
・
浮
弱
（
外
証
未
解
・
当
以
汗
解
）
。

四
群
（
９
条
）
・
浮
緩
（
風
寒
入
肌
肉
）
。

五
群
（
刎
条
）
・
微
浮
（
胸
中
有
寒
）
、
浮
清
（
五
臓
無
精
）
、

飲
）
、
浮
虚
（
泄
利
）
、
浮
革
（
腸
鳴
）
、
浮
詫
（
其
陽
別

臓
無
精
）
、
浮
細
（
傷

（
其
陽
則
絶
）
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


